<<ISeCシンポジウム>>

『コンピュータにも通じる国際共通言語とグローバル情報サービス』

日時： 2010年11月6日(土)　13:30-17:15

場所： 東京大学本郷キャンパス　工学部２号館10階北側　電気会議室５

       (工学部２号館案内図：

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_03_j.html )

主催： ISeC (NPO法人セマンティックコンピューティング研究開発機構)

協賛： ALAGIN(高度言語情報融合フォーラム)-- 依頼中

<趣旨>　インターネット，Webにより流通/共有/共創される情報量は今後とも増大することは確実であり，その利活用が個人，組織，社会，国の活力，創造力，競争力に反映されるようになってきています．大規模，大量の情報を扱うとなるとコンピュータの力を借りることが不可欠となります．キーワード検索を基本とする検索エンジンは情報アクセスに革命的変化をもたらしましたが，今後は情報コンテンツが表す意味レベルに踏み込んだ利活用が重要になってこようとしています．このような要請を反映して，2010年9月に IEEE Computer Society に Tech. Committee on Semantic Computing が新設されました．

Semantic Computing（意味計算）のためには，情報コンテンツが表す表層表現だけでなく，人間や社会にとっての意味レベルの情報もコンピュータに伝え，把握できるようにする必要があります．この役割を果たすのが概念意味表現であり，広く使用されるためには共通性，国際性を具備することが必要であり，また国際標準化も重要な要素となります．意味計算は自然言語テキスト，画像や映像，ソフトウェア等の広い領域で関心が高まっていますが，まだ部分的でアドホックな技術に留まっています．基盤を作り上げる上では，まず自然言語テキストのコンテンツに注目し，上記のような基盤技術の確立を目指すのが重要なアプローチとなります．

本シンポジウムでは我が国で行われてきているこのような研究開発のアプローチと具体的技術の紹介を行い，議論いたします．グローバル競争の中で我が国のITは存在感が低下してきていると思われますが，米国企業とは異なる目線からの我が国発の技術を土台にした，我が国の国際競争力向上についても議論します．

<プログラム>

13:30-14:00：「コンピュータが理解する国際共通語研究の勧め」

横井俊夫(JAPIO特許情報研究所)

14:00-14:40：「CWL(Common Web Language)に基づく知的情報サービス」

内田裕士(UNDL財団)

14:40-15:10：「共通言語と意味的相互連携」 橋田浩一(産総研）

                                  (break)
15:40-16:00：「世界のセマンティックコンピューティングの動向」 石塚満(東大)

16:00-17:15： 総合討論

討論参加者：石崎俊(慶大)，村木至(NEC), 竹林洋一(静岡大)

<参加申込み>　Mailto: sympo2010@instsec.org 
　　　　　　　；お申込みには，所属，氏名，e-mailをご記入ください。

